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えたと云われるほど急速な回復を示した。その経過は， r奇跡のルネッサンスJ (N ewsweek, 
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プロメテイア予測・対前年比(平均)
図 3-2 物価:イタリア










































































部門の切り捨て， (b)事業の多角化， (c)分散化(子会社や下請利用)， (d)先進国への企業
進出， (e)外国企業との提携， (f)新技術の導入， (g)労働ポストの削減ーーなどの経営戦略
をもって，それまでの苦況からの脱出をはかった。その結果，これらの企業は，企業の
自己金融力，負債額，金利負担，粗利潤，収益など，図3-5~図3-9に示したメディオノミ
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1974 1975 1987 
財及の購び用役入 69.0 61. 4 66.9 66.3 67.8 63.2 69. 1 68.4 67.0 66.7 
人件費 19.6 21. 8 21. 8 29.0 23.2 25.3 25.0 30.7 17.0 20.2 22.6 23.6 
粗利潤率 11.1 1. 0 9.2 9.6 9.9 8.4 7.2 6. 1 13.9 11. 4 10.4 9.7 
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上のゆがみ」是正の傾向を示しつつあったのは， 1971年から1981年にかけて，従業員 200 人以
下の事業所が14%増加し，増加事業所11万の内，約93%が従業員規模19人以下の事業所であっ
たところからもうかがえるが，中小企業雇用者数の増加はさらにきわだっており(図5-1)，こ




5-1 である。①北東部(ピエモンテ，パレダオスタ， ロンパルディア， リグーリア各州、1)=中






20.49 50 ・ 59100・199200 ・499500・ 9991000+ 従業者数
表 5-1 製造工業規模別地域別分布(1981年〉
地域"'"，規模別〈事%業〉所数 1-19 20-99 100-499 500以上 総数
北西部 35.8 41. 9 48.2 52.8 43.3 
北東部 25.7 26.9 25.6 15.1 23.8 
中 部 21. 7 19.3 14.8 14.4 18.2 
南部・島部 16.8 11. 9 1. 4 17.7 14.7 
全イタリア 100.0 100.0 100. 。 100. 。 100. 。
ISTAT, Censimento lndustriale, 1981. 












として，イタリアでしばしば指摘されているのが， 1"生産の分散化 (decentrarnento produt・
tivo)J である。生産の分散化が進んだ直接のきっかけは， 1970年に，労働側の大攻勢を背景
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7. む す び
以上で， 1960年代に，イタリアの北部三角工業地帯を中心とする大企業による一貫生産体制
が行きづまりをみせはじめた時点で，国家政策の側で中小企業の果しうる役割に期待がょせら
れはじめ，つづく 1970年代の不況期に，中小企業の実績が，これら企業の根づよさを示し，さ
らに， 1980年代には，豊かな企業家精神とバイタリティーにあふれた中規模企業の群生がみら
れたとし、う事実をとりあげてきた。特に，その背景には，他の生産単位ないしは他地域への生
産分散化が一般化することによって，イタリア経済の「中小企業部門への特化」が進んだとい
う事情があり，これら一連の変化のなかで，中小企業部門の活性化が，北西部経済の建て直し
と，北東部・中部イタリアの工業化を通して，イタリア経済の今日の「奇跡」的回復に，大き
く寄与した経過を明らかにしてきた。
ただ，たしかに，この生産分散化の体制がイタリアに定着するのかどうか，さらには，中小
企業を軸とする「分散型」の農村工業化システムの今後の方向はどうなるのかーーなど，いく
つかの点で，現在，はっきりとした評価が下され難い面もあるが，いずれにせよ， 1980年代に
おけるイタリア経済の「奇跡」的回復にあたって，もともとイタリア経済を支えてきた大企業
とともに，イタリアではじめて， I中小企業」が生産のにない手として，一定の役割を果して
きた点は，高く評価されねばならないといえよう。
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